
平成２５年第１回瑞穂市教育委員会定例会会議録 

平成２５年１月２２日（火）午後２時０２分開議 

議 事 日 程 

開会及び開議の宣告 

日程第１ 平成２４年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認について 

日程第２ 会議録署名委員の指名について 

日程第３ 教育長の報告 

日程第４ 承認第１号 学校職員の人事についての専決処分について 

日程第５ 議案第１号 瑞穂市次世代育成支援対策協議会の委員の委嘱につい 

           て 

日程第６ 議案第２号 就学予定者の学校指定（就学区域の弾力化）について 

日程第７ そ の 他  

閉会の宣告 

 

○本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

 

○本日の会議に出席した委員 

  河 合 和 義 

  古 川 正 敏 

  福 野 佐代子 

  横 山 博 信 

 

○本日の会議に欠席した委員 

  関 谷   均 

 

○本日の会議に説明のため出席した者の職・氏名 

  教育次長          髙 田 敏 朗 

  教育総務課長        久 野 秋 広 

  学校教育課長        和 合   保 



  学校教育課主幹       堀   幸 子 

  幼児支援課長        広 瀬 照 泰 

  幼児支援課総括課長補佐   鹿 野 正 美 

  生涯学習課長        伊 藤 清 美 

  生涯学習課総括課長補佐   児 玉   等 

 

○本日の会議に職務のため出席した者の職・氏名 

  教育総務課総括課長補佐   磯 部 基 宏 

 

○傍聴者 

１名 



開会 午後２時０２分 

開会及び開議の宣告 

○委員長 皆さんこんにちは。新しい年を迎えまして、私たち教育委員会も気を

引き締めて一年間一生懸命行っていきたいと思います。昨今、様々な教育問題

がニュースに取り上げられています。今は他市町のことですが、その立場にい

る人達は、私達と同じ立場にいると物事を置き換えて考えていただくと、その

時の結末と自分の考えがどうであったのかということが良く分かると思います。

そういった訓練をしておくべきだと思います。 

  今年も皆様にご協力いただき良いまちづくり、学校づくり、教育づくりをし

ていきたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

  本日は、関谷委員さんが都合により欠席の連絡がありましたので報告致しま

す。 

  この後、中保育・教育センターと西保育・教育センターへ施設訪問し、その

後、議事に移りますのでよろしくお願い致します。 

                                     

 中保育・教育センター及び西保育・教育センターの施設訪問を行いました。 

                                     

○委員長 施設訪問ご苦労様でした。 

  日程第１に入る前に、本日、傍聴希望者が１名みえますので確認を行います。

教育委員会の会議は原則公開となっています。傍聴していただいてもよろしい

でしょうか。 

「異議なし。」 

それでは傍聴を許可することとします。 

                                     

日程第１ 平成２４年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認に

ついて 

○委員長 日程第１ 平成２４年第１２回瑞穂市教育委員会定例会会議録の承認

について、議題と致します。事務局より過日郵送にてお配りいただいておりま

すがご異議ございませんか。 

異議がないようですので、平成２４年第１２回教育委員会定例会会議録の承



認については承認することと致します。 

                                     

日程第２ 会議録署名委員の指名について 

○委員長 本日の会議録署名委員の指名について、議題と致します。 

 福野委員にお願い致します。 

                                     

日程第３ 教育長の報告 

○委員長 日程第３ 教育長より報告を求めます。 

○教育長 改めましてこんにちは。新しい年が始まり、成人式・駅伝大会が開催

されました。駅伝大会につきましては、全部で１８０チーム近く参加があり、

１チーム６人なので１，０００人を超す参加者により盛大に行われました。ま

た、今後も色々な行事がありますのでよろしくお願い致します。 

  現在、新年度予算要求を出していまして、その資料として本日机上に配布さ

せていただきましたのでよろしくお願い致します。日程第７、その他の中で説

明させていただきます。本日はよろしくお願い致します。 

                                     

日程第４ 承認第１号 瑞穂市学校職員の人事についての専決処分につ

いて 

○委員長 日程第４ 承認第１号 学校職員の人事についての専決処分について、

議題と致します。事務局より説明を求めます。 

○学校教育課長 日程第４ 承認第１号 学校職員の人事についての専決処分

について、瑞穂市教育委員会事務委任規則第３条第１項の規定により、下記の

とおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告し、承認を求めるもの

とする。職・氏名 教諭 中島和彦、勤務場所 瑞穂市立穂積中学校、退職期

日 平成２４年１２月３１日、退職理由 一身上の都合。平成２５年１月２２

日提出、瑞穂市教育委員会教育長 横山博信。提案理由、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第２３条第１項第３号の規定によるもの。 

 ＜資料により説明＞ 

   ～ 質疑・討論 ～ 

○委員長 ご質疑ございませんか。 



  クラスはもっていますか。 

○学校教育課長 もっていません。 

○委員長 補充はありますか。 

○学校教育課長 補充していません。現在いる教諭の中で行っています。 

○委員長 その他ご質疑ございませんか。 

ご異議ございませんか。 

 異議なしと認めます。日程第４ 承認第１号 瑞穂市学校職員の人事につい

ての専決処分について、承認することと致します。 

                                     

日程第５ 議案第１号 瑞穂市次世代育成支援対策協議会の委員の委嘱

について 

○委員長 日程第５ 議案第１号 瑞穂市次世代育成支援対策協議会の委員の委

嘱について、議題と致します。事務局より説明を求めます。 

○幼児支援課長 日程第５ 議案第１号 瑞穂市次世代育成支援対策協議会の

委員の委嘱について、瑞穂市次世代育成支援協議会の委員に下記の者を委嘱し

たいので、瑞穂市教育委員会事務委任規則第１条第１１号の規定により、教育

委員会の議決を求める。平成２５年１月２２日提出、瑞穂市教育委員会教育長 

横山博信。提案理由、次世代育成支援対策協議会委員安藤宣幸氏が県の人事異

動により管轄地域を離れたことにより、後任の坪井あかね氏を瑞穂市付属機関

設置条例第４条第２項の規定により、次世代育成支援対策協議会委員として委

嘱したいので、教育委員会の議決を求めるもの。 

  ＜資料により説明＞ 

   ～ 質疑・討論 ～ 

○委員長 ご質疑ございませんか。 

  ご異議ございませんか。 

異議なしと認めます。日程第５ 議案第１号 瑞穂市次世代育成支援対策協

議会の委員の委嘱について、可決することと致します。 

                                     

日程第６ 議案第２号 就学予定者の学校指定（就学区域の弾力化）に

ついて 



○委員長 日程第６ 議案第２号 就学予定者の学校指定（就学区域の弾力化）

について、議題と致します。事務局より説明を求めます。 

○学校教育課長 日程第６ 議案第２号 就学予定者の学校指定（就学区域の

弾力化）について、就学指導予定者の学校指定（就学区域の弾力化）について、

瑞穂市教育委員会事務委任規則第１条第１３号により、教育委員会の議決を求

める。平成２５年１月２２日提出、瑞穂市教育委員会教育長 横山博信。提案

理由、瑞穂市立小学校及び中学校の就学区域に関する規則第２条２項の規則に

より、就学予定者の学校を指定するもの。 

  ＜資料により説明＞ 

   ～ 質疑・討論 ～ 

○委員長 ご質疑ございませんか。 

ご異議ございませんか。 

異議なしと認めます。日程第６ 議案第２号 就学予定者の学校指定（就学

区域の弾力化）について、可決することと致します。 

                                     

   日程第７ その他 

○委員長 日程第７ その他に入ります。 

○教育次長 生津ふれあい広場改修工事について現状を報告させていただきま

す。１月９日に現場事務所を設置しました。現段階は、外構工事、観覧席の基

礎部分を施工しています。工程表では２月末までに全体の６４％完成の予定で

行っています。 

○委員長 教育総務課長。 

○教育総務課長 平成２５年度教育委員会事務局予算要望の概要を資料にて説

明させていただきます。 

  ＜資料により説明＞ 

○委員長 学校教育課長。 

○学校教育課長 新しい年が明けて幼稚園・小中学校の近況報告をさせていた

だきます。小中学校は１月７日から、幼稚園は８日から新学期が始まりました。

幼稚園・小中学校共に穏やかなスタートがきれました。指導主事が３中学校の

始業式を見に行きましたが、大変落ち着いたスタートがきれていたということ



で喜んでいました。現在、中学校では進路の大事な時期を迎えています。今年

度より公立学校につきましては、入試制度が変わりまして特色化選抜がなくな

った関係上、書類等のミスなどのよって子どもたちの将来を駄目にすることが

ないように職員も緊張感をもって取り組みをしています。私立学校につきまし

ては、２月最初の土日から入試が始まりまして中旬まで続いていきます。その

後、公立の入試に入って行きます。 

  本日、１学級のインフルエンザによる学級閉鎖を行うと巣南中学校より連絡

がありました。本日、給食後から２５日までの学級閉鎖とします。現在、市内

で３５名がインフルエンザで学校を休んでいるとの連絡を受けています。その

中の６名が巣南中学校の生徒です。 

  昨年１２月の定例会にて委員長より、弾力化についての経緯を紙面にて説明

してくださいとのことがありました。本日、資料を配布させていただきました

のでよろしくお願い致します。 

  昨年度第１１回定例会にて、瑞穂市高等学校等就学奨励一時金要綱の内容に

ついて手続きは教育委員会が行うことでよろしいですが、予算については権限

がないのではとのご意見について、総務課と調整したところ問題ないことが確

認できましたので報告致します。 

○委員長 幼児支援課長。 

○幼児支援課長 給食特区について説明させていただきます。特区の目的は、

構造改革特別区域法等に基づき、地域の実情にそぐわない国の規制を、地域を

限定して改革することによって、構造改革を進め、地域を活性化させるもので

す。特区の申請手続きは、年３回で５月・９月・１月に申請することができ、

申請から３ヶ月で認定されます。申請は構造改革特別区域計画を作成し、内閣

府構造改革特区担当室へ直接申請するものです。保育所の給食特区とは「公立

保育所における給食の外部搬入方式の容認事業」をいい、原則３歳未満児に食

事を提供するときは、当該施設内で調理する方法により行わなければならない

ものが、構造改革特区を活用することにより、３歳未満児の公立保育所の給食

について、保育所外で調理し搬入することを可能にします。保育所給食特区の

認定を受けた県内市町村は１０市町村あり、近隣では本巣市、神戸町、大野町

などがあります。これまでの検討としては、８月に教育委員会庁内会議、本巣



市・海津市へ視察。１０月に神戸町へ視察を行いました。給食センター調理と

自園調理の違いとしては、それぞれにメリットがあります。給食センター調理

では、①安全・衛生面の向上②地産地消の推進③人件費・施設整備費等の経費

削減などがあり、自園調理では、①児童の状況に応じたきめ細かな給食の提供

が可能である②保育士の業務の負担が比較的少ない③調理の姿が見え、匂いの

することが食育につながるなどがあります。このようなメリットを比較検討し

て、特区を活用するか判断していくことが重要である。今後の検討課題として

は、①専任の栄養士又は管理栄養士の採用②保育所調理員の処遇③特区事業の

実施時期④給食センターの対応（未満児給食の調理工程方法）⑤保育所の対応

（保育士による食事の提供に関する援助方法）があります。 

○委員長 生涯学習課長。 

○生涯学習課長 成人式への参加ありがとうございました。今年は成人式該当

者の６６％で約４１６名の参加がありました。 

○委員長 ご質疑ありませんか。 

○福野委員 先程特区の話がありましたが、アレルギー対策されてますか。 

○幼児支援課長 現状をお話ししますと、アレルギーの対象物をまるごと除去

することはできませんので、最後に加える物を加えない、例えば卵にアレルギ

ーがある子どもはマヨネーズも駄目ですので、サラダを作っても最後にマヨネ

ーズをかけないとか、その程度の除去は行っています。 

○福野委員 そうすると特区になって給食センター方式になるとそれすらでき

ないということですか。 

○教育総務課長 全ての対応は無理ですができる限りの対応はしたいと思いま

す。 

○委員長 未満児以下への対応は生死に関わることがあるので、十分な対応が

必要だと思います。 

○古川委員 今日の視察の中で要支援児が全体の中で割合が多いことが分かり

ました。親の子育てを学ぶところがないとのことでした。来年度から行う支援

事業は大いに行ってもらいたいと思います。 

○教育長 瑞穂市は、他市に比べて保健師の数が少ないと思います。新年度予

算要求で正職員の保健師を予算要望しています。これは色々な相談のためのも



のであるので最大限に活用していこうと思います。 

○福野委員 支援の必要な子を増やさないために、職員のレベルを上げるよう

専門的な勉強をする必要があると思います。 

○委員長 前回教育委員会の研修の際に、多治見市の研究発表の中で多動性の

子ども達に集中力を向上させる対策を行っているとの発表がありました。今後、

瑞穂市においても導入してみてはと思います。 

  その他ご質疑ございませんか。 

次回の会議ですが、平成２５年２月１５日、金曜日、午後２時００分からと

いうことでよろしくお願い致します。 

                                    

閉会の宣告 

○委員長 本日は、第１回定例会長時間ご審議いただきましてありがとうござい

ます。これにて定例会を閉じさせていただきます。 

閉会 午後４時４８分 




